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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子:マグネシウム。,酵素調節:STE20関連アダプターアルファ（STRADアルファ）擬似キナーゼおよびCAB39との複合体におけるSTK11によるThr-205のリン酸化によって活性化されます。,機能:前脳ニューロンの分極に必要であり、軸索と樹状突起に異なる特性を付与します。これはおそらく、微小管関連タンパク質のリン酸化を局所的に制御することによります（類似性による）。UVまたはメチルメタンスルホン酸（MMS）誘発性のDNA損傷に対するG2/M停止の調節に関与している可能性がありますが、IR誘発性のDNA損傷には関与していません。in vitroでWEE1およびCDC25Bをリン酸化、in vitroおよびin vivoでCDC25Cをリン酸化します。,類似性:タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 AMPK サブファミリー。,類似性: 1 つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性: 1 つの UBA ドメインを含む。,細胞内局在: DNA 損傷がない場合には核内。UV または MMS 誘発性の DNA 損傷に応答して核に移行。,組織特異性: 広く発現しており、脳と精巣で最も高く発現しています。タンパク質レベルは細胞周期を通して一定に保たれます。,触媒活性: ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子: マグネシウム。,酵素調節: STE20 関連アダプター アルファ (STRAD アルファ) 擬似キナーゼおよび CAB39 と複合した STK11 による Thr-205 のリン酸化によって活性化されます。,機能: 前脳ニューロンの分極に必要であり、軸索と樹状突起に異なる特性を付与します。これはおそらく、微小管関連タンパク質のリン酸化を局所的に制御することによります (類似性による)。 UVまたはメチルメタンスルホン酸（MMS）誘発性DNA損傷に対するG2/M期停止の制御に関与している可能性があるが、IR誘発性DNA損傷には関与していない。in vitroでWEE1およびCDC25Bを、in vitroおよびin vivoでCDC25Cをリン酸化。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。AMPKサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのUBAドメインを含む。,細胞内局在：DNA損傷がない場合、核内。UVまたはMMS誘発性DNA損傷に応答して核へ移行する。,組織特異性：広く発現しており、脳と精巣で最も多く発現する。タンパク質レベルは細胞周期を通じて一定に保たれる。,
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	BRSK1抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	BRSK1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	BRSK1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

